高根沢町地域福祉計画・地域福祉活動計画（案）の概要
《　計画の趣旨　》
少子高齢化や核家族化、単身世帯化が進む中で、近隣住民の関係が希薄化し、社会から孤立する人々が生じやすい環境となってきており、虐待や引きこもり等の新たな社会問題も出現してきています。

国においては、平成28（2016）年に「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部が設置され、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」の関係を超えて、地域の住民や多様な主体が参画し、「我が事」として人や資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」をめざしています。

このような背景をふまえ、本町においても誰もが安心・安全に暮らし続けることができるよう「高根沢町地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定します。
《　計画の位置づけ　》
（１）本計画は、社会福祉法第107条に規定する「市町村地域福祉計画」であり、福祉に関する計画の上位計画です。なお、同法第109条に規定されている市町村社会福祉協議会が策定する「地域福祉活動計画」と一本化します。
（２）本計画は「地域経営計画2016」を上位計画とし、「希望の持てるまちを後世に引き継いでいく」の基本理念との整合を図り策定します。
（３）本計画は福祉分野の個別計画の対象者の地域生活を支えるための全体計画として、権利擁護や総合的な相談支援体制、福祉サービスの利用支援などの取り組み方向を示しています。また、他分野の計画等についても関連施策の整合を図ります。
《　計画の期間　》
本計画の推進期間は令和２年度から令和６年度までの５年間とします。
《　基本目標と数値目標　》
高根沢町では「地域共生社会」の実現をめざし、「支えあい　みんながつながる　高根沢」の基本理念のもと、以下の基本目標を掲げ、地域福祉の総合的な推進を図ります。
1 みんなでつながり支え合うまち
　地域共生社会の実現をめざすためには、地域住民同士の支え合い・助け合いが必要であることから、意識の向上や地域福祉の担い手の確保・育成、地域活動の促進などに努めます。
特に、高齢者の居場所づくり、高齢者の活動の活性化等のための支援について検討します。
【目標値】高齢者の地域の居場所

　　　　　１４カ所（令和元年度）　⇒　２０カ所（令和６年度）
2 　いくつになっても安心・安全　住んで楽しいまち
　誰もが住み慣れた地域で安心・安全に暮らすためには、困りごとを気軽に相談できる環境が必要であることから、相談窓口の充実や情報提供の充実、住みやすい生活環境の整備などを行います。
　特に、相談窓口を集約した総合相談窓口を設置します。
【目標値】総合相談窓口の設置

未設置（令和元年度）　⇒　設置（令和６年度）
3 　適切な支援につなぐ仕組みづくり
　高齢者や障がい者、子どもなどが地域において自立した生活を送ることができるよう、地域を『丸ごと』支える包括的な支援が必要であることから、さまざまな分野における福祉サービスの充実や周知、権利擁護の推進などを図ります。
【目標値】住民意識アンケートの設問「福祉サービスを利用しない理由」に対する「制度や仕組みがよくわからない」の項目の回答率

　　　　　７０．３ポイント（令和元年度）　⇒　４０．０ポイント（令和６年度）

